
 

                                    ２０１５年１月９日 

各  位 
                         会 社 名 マックスバリュ中部株式会社 
                         代表者名 代表取締役社長   鈴木 芳知 
                            （コード番号：８１７１ 名証第２部） 
                         問合せ先 取締役兼常務執行役員管理・総合企画本部長 望月 俊二 
                            （ＴＥＬ ０５２－８５７－０７１９） 
 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、２０１４年４月８日に公表しました２０１５年２月期の業績予想

を、下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１．業績予想の修正 

                                    （金額の単位：百万円） 

2015 年 2 月期通期連結業績予想数値の修正（2014 年 3 月 1日～2015 年 2 月 28 日） 
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） １７２,０００ １,７００ １,８００ ７００ ２２円１１銭

今回修正予想（Ｂ） １６５,０００ ８５０ ９００ １０ ０円３２銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △７,０００ △８５０ △９００ △６９０ －

増 減 率    （％） △４.１ △５０.０ △５０.０ △９８.６ －

(ご参考) 前期通期実績 

（2014年2月期） 
１５３,２１８ １,６０７ １,７６３ ３９３ １２円４３銭

 
 
 
 
2015 年 2 月期通期個別業績予想数値の修正（2014 年 3 月 1日～2015 年 2 月 28 日） 
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） １７０,０００ ２,５００ ２,６００ １,０００ ３１円５９銭

今回修正予想（Ｂ） １６３,５００ １,２５０ １,３００ ３５０ １１円０５銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △６,５００ △１,２５０ △１,３００ △６５０ －

増 減 率    （％） △３.８ △５０.０ △５０.０ △６５.０ －

(ご参考) 前期通期実績 

（2014年2月期） 
１５２,６３５ １,７５１ １,８６９ ４７７ １５円０８銭

 



 
 

２．修正の理由 

 当第３四半期会計期間は、売上高の低迷から脱却し、営業赤字を計上した上期のマイナスを取り返す

べく、火曜市や週末の品揃えの見直し、イオンの電子マネーＷＡＯＮ（ワオン）を活用した販促強化、

食育企画「ちゃんとごはん」などの差別化戦略に取り組みました。しかしながら、長引く個人消費の停

滞や業種業態を越えた競合他社とのシェア争奪による価格競争は一層激しさを増し、引き続き厳しい経

営環境となりました。 
 個別業績については、当第３四半期累計期間の売上高既存比９８.４％と年間計画（通期公表９９.
０％）を下回って推移し、特に三重県南勢地区や滋賀県などでは競合店の新規出店の影響を大きく受け

ました。荒利益額については、売上高の不振に伴うマイナス影響に加え、荒利益率が当第３四半期累計

期間で２４.６％（通期公表２５.０％）と公表数値より０.４ポイント下回って推移しており、営業総利

益額を押し下げることとなりました。一方、販売費及び一般管理費は上期トレンドより若干の改善が図

られつつあるものの、経費構造の大幅な変革には至っておらず、上期１３店舗（イオンマーケット株式

会社からの譲受６店舗、株式会社光洋からの譲受１店舗を含む）、下期２店舗の新規出店に伴う一時経

費の影響もあり、販売費及び一般管理費の伸びが営業総利益の伸びを上回る状況を変えることができて

いません。 

 最大商戦である年末・年始についても厳しい環境は変わらず、期末までの期間、業績向上にむけて対

策を講じてまいりますが、通期の営業利益・経常利益・当期純利益が当初計画を大幅に下回る見通しと

なりました。 

 通期の連結業績につきましては、中国事業が３号店開店の遅れ等により当初計画よりも改善する見込

みとなりましたが、個別業績のマイナス分をカバーするには至らない見通しです。 

 以上の理由により、２０１５年２月期通期の連結及び個別業績予想を修正いたします。 

  

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際 

  の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


